
金
揮
官
蹴
志
径
三

君
様
を
犬
千
代
様
御
え
ん
へ
ん
相
極
り
、
明
年
丸
月
江
戸
よ
り
姫
君

様
金
津
へ
御
輿
入
.
御
迎
へ
に
肥
前
様
手
取
川
ま
で
御
越
候
。
姫
君

様
御
供
大
久
保
さ
が
み
殿
・
青
山
ひ
だ
ち
殿
・
織
殿
兵
庫
・
背
山
普
左

衛
門
、
共
外
少
身
衆
多
。
越
前
金
津
上
野
に
て
御
輿
を
取
渡
し
の
時
、

前
回
封
馬
守
御
輿
を
請
取
歩
申
。
と
あ
り
。
三
州
志
韓
議
飴
考
に
も
、

慶
長
六
年
辛
丑
九
月
晦
目
、
台
徳
大
君
の
翁
主
東
海
遣
を
騒
て
金
披

陀
来
線
す
。
大
久
保
相
模
守
忠
隣
・
背
山
常
陸
介
忠
成
是
を
患
・
迭
す
。

安
藤
謝
馬
守
重
信
・
伊
丹
播
勝
守
康
勝
・
織
殿
兵
庫
助
蟹
ぴ
窃
官
久
志

木
左
馬
助
恩
従
し
来
る
。
我
が
卿
大
夫
前
回
長
種
・
長
連
龍
、
越
前
金

棒
の
上
野
に
迎
ふ
。
忠
隣
玉
輿
を
長
種
に
遜
し
、
忠
成
貝
桶
を
連
能

に
遜
す
。
越
前
よ
り
奥
村
永
繭
・
村
井
長
額
・
横
山
長
知
・
紳
尾
之
直

等
髄
奥
金
滞
に
到
る
。
我
が
世
子
自
ら
披
外
へ
出
迎
へ
あ
り
。
と
あ

り
。
寛
永
系
闘
停
に
云
ふ
。
慶
長
六
年
九
月
晦
日
。
台
徳
院
殿
姫
君

御
昌
奥
入
加
州
二
篇
=
利
常
室
家
↓
と
あ
り
。
さ
て
右
新
殿
は
、
三
州
志

来
閃
概
覧
附
録
に
、
慶
長
六
年
天
徳
夫
人
入
輿
に
よ
り
、
本
丸
に
新

殿
を
建
て
、
夫
人
之
に
居
給
ふ
。
此
の
殿
を
新
宅
と
稽
す
。
蛍
昔
質

素
の
風
俗
推
思
す
ぺ
し
。
然
る
に
翌
七
年
の
火
災
民
新
殿
炎
鏡
、
元

和
六
年
の
災
に
も
叉
炎
焼
す
。
共
の
時
に
夫
人
は
新
丸
の
興
緑
内
記

右
年
暦
未
v
詳
。
按
宇
る
に
天
正
十
一
年
四
月
尾
山
に
入
城
し
給
ひ
‘

同
十
三
年
九
月
十
一
日
秀
吉
公
の
親
書
に
、
我
等
名
・
め
う
じ
と
も

参
ら
せ
候
間
‘
向
後
前
回
叉
左
衛
門
を
か
は
り
、

mm
柴
筑
前
守
と
御

名
乗
あ
る
べ
〈
候
。
治
孫
四
郎
俄
も
羽
柴
と
可
ν
被
ν
申
候
。
と
載
せ
給

へ
れ
ば
、
右
の
貌
簡
は
十
一
・
二
・
三
年
の
閑
・
な
る
へ
し
。
孫
四
郎
と

あ
る
は
世
子
利
長
卿
也
。
大
商
寺
由
来
書
に
、
中
興
関
山
者
北
之
坊
、

質
名
不
詳
。
元
柏
崎
三
年
堂
枇
草
庵
取
立
罷
在
。
高
徳
公
度
々
・
祈
崎
被
=

仰
付
一
御
害
被
昌
成
下
-
云
々
。
一
審
に
云
ふ
。
天
正
の
頃
北
の
坊
と

い
ふ
聖
、
僅
の
居
を
ト
め
て
往
す
。
此
聖
唯
人
に
あ
ら
宇
。
共
比
人

皆
軍
へ
狗
と
-X
ふ
も
の
放
と
沙
汰
し
け
り
。
利
家
卿
被
品
開
召
一
新
勝
の

事
偏
に
額
思
召
、
奇
な
る
事

E
も
移
多
あ
り
け
り
。
越
中
平
均
に
御

手
に
入
る
も
‘
且
は
北
の
坊
新
騰
の
盤
胎
と
感
じ
思
召
さ
れ
、
摘
‘
御
・

信
仰
浅
か
ら
ざ
る
飴
り
‘
御
直
判
の
御
害
致
題
検
下
し
が
、
北
の
坊

の
跡
結
え
て
、
極
郊
の
筋
目
な
る
を
以
て
、
宮
来
七
所
の
名
主
帯
番
・

同
人
子
踊
六
方
に
預
り
置
く
。
と
い
へ
り
。
共
の

E
細
は
寛
永
十
一

年
宮
来
捕
六
の
寄
付
に
戟
す
。
又
三
登
記
に
云
ふ
。
慶
長
十
年
十
一

月
晦
日
.
字
賀
祭
の
脊
曾
電
移
敷
ひ
ピ
き
渡
り
、
金
津
御
誠
実
守
に

落
ち
か
L
り
焼
上
る
。
折
し
も
風
強
く
し
て
滞
雲
也
。
大
議
所
に
火

金
滞
古
踊
志
巻

一
六

第
一
時
座
あ
り
。
又
云
ふ
。
長
遮
能
第
も
本
丸
に
あ
り
。
有
津
武
貞

享
保
甲
寅
筆
記
に
、
長
如
庵
第
本
丸
に
あ
り
。
新
宅
出
来
の
時
、
共

地
狭
し
と
て
、
如
庵
ヘ
今
の
第
の
家
作
を
命
ぜ
ら
る
。
と
あ
り
。
平

次
按
宇
る
に
、
右
は
挟
た
り
。
武
貞
の
金
滞
悶
譜
に
、
寛
永
八
年
に

こ
，
丸
に
新
宅
出
来
の
時
、
長
如
庵
今
の
屋
敷
の
家
作
あ
り
と
見
ね

た
る
を
見
繰
り
た
る
も
の
也
。

。
本
丸
値
段
災
異

能
登
園
初
咋
郡
金
能
山
大
繭
寺
所
蔵
、
務
組
利
家
卿
親
簡
数
週
の
中

に
、
左
の
一
統
あ
り
。

上
書

き

た

の

坊

御

中

前

叉

友

利

家

叉
わ
ざ
と
計
に
代
武
十
疋
進
v
之
候
。
共
方
に
入
不
v
申
候
は
ど
、
た

れ
ん
¥
に
も
御
と
ら
せ
候
ぺ
〈
候
。

わ
ざ
と
申
入
候
。
何
一
昨
日
十
一
-E尾
山
の
ひ
ろ
ま
へ
か
み
な
り
務
申

候
。
共
そ
ば
に
孫
凶
郎
居
候
て
、
少
ひ
ど
き
に
あ
た
り
候
へ
ど
も
、

な
に
事
・
な
く
候
。
此
中
御
き
た
う
の
し
る
し
と
か
し
と
ま
り
入
候
。

い
よ
/
¥
御
き
ね
ん
た
の
み
入
申
候
。
恐
々
叫
陣
営
。

六

月

十

五

日

利

家

〆

申j

の
粉
か
L
り
‘
御
本
丸
・
御
新
宅
ま
で
一
宇
も
磁
ら
宇
焼
失
せ
り
。

甫
の
堤
協
に
=
一
拾
三
聞
の
的
場
あ
り
。
共
の
外
に
襖
の
馬
場
あ
り
。

共
の
外
は
侍
町
・
堂
形
へ
つ
ピ
き
て
、
城
下
に
高
畠
千
右
衛
門
・
同
甲

斐
守
父
子
の
屋
形
あ
り
。
天
守
焼
上
る
と
ひ
と
し
く
.
石
垣
の
上
よ

り
利
長
卿
大
昔
あ
げ
て
、
平
右
衛
門
平
右
衛
門
と
御
呼
ぴ
被
・
成
し
か

ぽ
、
平
右
街
門
奉
り
て
、
答
へ
奉
る
言
葉
と
共
に
懸
出
し
‘
御
城
中

ベ
懸
入
り
‘
上
下
の
き
ら
ひ
た
く
引
廻
し
‘
御
前
様
及
び
女
中
を
引

き
つ
れ
、
興
海
内
記
屋
敷
へ
入
れ
奉
り
、
共
の
外
の
女
中
は
中
川
宗

牟
の
屋
敷
へ
入
れ
、
二
・
三
の
丸
並
に
新
丸
の
大
身
共
へ
御
父
予
共

銘
々
に
入
ら
せ
給
ひ
け
り
云
々
。
按
宇
る
に
、
右
火
災
は
村
井
長
明

の
象
賢
紀
時
及
び
問
見
雑
録
に
所
=
記
載
-
を
見
れ
ば
、
慶
長
七
年
十

月
晦
日
夜
也
。
寛
永
系
固
停
に
も
、
慶
長
七
年
十
月
晦
日
夜
亥
時
。

雷
鍵
加
州
金
津
披
。
天
守
回
線
。
と
戦
せ
ら
れ
た
り
。
三
州
志
髄
義

飴
考
民
、
七
年
十
一
月
晦
と
載
せ
た
る
も
非
訟
り
。
さ
て
三
登
記
に

共
の
年
多
内
に
作
事
方
命
ぜ
ら
れ
、
翌
春
遁
付
御
屋
形
出
来
す
。
と
.

見
h
、
又
元
和
六
年
十
二
月
廿
四
日
の
夜
、
御
披
中
臭
方
の
御
次
の

間
‘
置
図
鑑
裏
の
底
に
火
残
り
て
‘
縁
の
下
へ
火
廻
り
、
ね
だ
敷
板

に
燃
え
付
き
、
品
田
を
遇
し
て
障
子
に
付
き
け
れ
ど
も
‘
寝
入
懸
り

七




